
現在，本校は『アクションプランM’2025』に基づ

き学校経営を進めています。本校では 2013 年以来，

教職員による自己評価と地域の有識者(地域の有力企

業・金融機関の経営陣)による外部評価の二重チェッ

クを実施しており，次年度の改善に取り組んでいます。

本年も 6 月 17 日，外部の有識者を招き活動報告を 

行い，以下のような評価を頂きましたので報告いたし

ます。 
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  【通信制課程】 

 
予測・目標 現状（括弧内％は目標達成率） 評価

年度末在籍生徒数 775名
1008名（130.1%）が年度末在籍生徒数。・9月卒業7名・中途転学2名・中途退学5名・中途除籍2名を含めると年度内総在籍

生徒数は1024名。

日立Ｃ在籍生徒数 145名 198名（136.6％）

水戸Ｃ在籍生徒数 265名 320名（120.81％）

下館Ｃ在籍生徒数 105名 84名（80.0％）

宇都宮Ｃ在籍生徒数 260名 406名（156.2％）

アクションプラン M'2025の検証および改善策提示

宇都宮キャンパスの急激な生徒増（令和元年度比204.0％）への対応から、第2キャンパスの設置を検討したが、宇都宮駅西

口の大規模中学校の動向を鑑みて宇都宮駅西口のビル（フロア面積は現在の1.5倍）への移転（令和5年5月）を決定。また、

スクールポリシーの策定とともにInspire High（世界中の創造力と生徒を繋ぐ、10代のためのオンラインプログラム）を用い

た探究学習を本校教育の中核とすることで、新コース制を模索すると同時に、全ての教育活動の目線合わせに取り組んだ。

4.5

栃木県における生徒拡充 関係各位との連携強化

宇都宮市立進路指導主事研究会とのパイプ強化により2023年度の新入生が増加（130名/前年度比152.9%）。また、適応指導

教室との連携にも進捗が見られ、キャンパス見学（相談会）も増加。ただし、前述の研究会の取りまとめをしていた先生が

令和5年度より星の杜中学校高等学校に転職。今後はスクーリング会場の借用等も含めて、星の杜中学校高等学校との連携も

模索する予定。

4.3

教員対象説明会 中高教員対象説明会の拡充

申込者は宇都宮会場30名（前年度比1364％）、水戸会場11名（前年度比183.3％）と増加したものの、日立会場は申込者2名

のため未実施（個別対応。参加者からは「在校生と直接話せて良かった」との声が多かった半面、県内会場の参加数が課

題。2023年度は県内・宇都宮で実施時期および形態を変更。また、宇都宮では例年実施している出張進路相談会を県内中学

校でも実施すべく中学校訪問を強化していく。

3.8

スクーリング施設拡充 各キャンパスの面接指導等実施施設認可
県申請により2022年度から実技を伴わない科目のスクーリングを各キャンパスで実施。そのため、生徒・保護者の負担軽減

のみでなく、高萩スクーリングのバス費用削減に努めた。
4.0

ホームページ 資料請求数向上（前年度比120％）

資料請求数は763件（前年度比121.7％）と目標数値を達成。個別で見ると日立92件（前年度比127.8％）、水戸186件（前年

度比112.0％）、下館63件（前年度比131.3％）、宇都宮297件（前年度比132.0％）であった。近隣の中学校・高等学校から

の資料請求時には、直接訪問して資料を渡すことを心がけ、信頼感・安心感の構築に努めた。

4.6

教職員ブログ 週1回以上の更新（教職員リレー形式）

「学校での様子を知りたい」といった保護者の声に応えるとともに、本校在籍に限らず不登校等に悩む生徒・保護者に有益

な情報発信を目的として実施。2022年度からは訴求対象者別の2グループ（生徒対象・保護者および教職員対象）に分けて

の実施としたが、更新忘れや担当者によるアクセス数の格差（1000～7000）が課題である。

3.5

見学者入学率 80%

日立キャンパス69.7％（前年度比95.1％）、水戸キャンパス74.7％（前年度比114.4％）、下館キャンパス78.1％（前年度比

148.5％）、宇都宮キャンパス72.0％（前年度比94.1％）。キャンパス間のみでなく、担当者別で見ても56.3％～77.8％と格

差があるため、早急に課題の洗い出しと対策を講じたい。ただし、競合他校では入学率が70％を超えると表彰されるよう

に、現状の数値は決して安易に達成可能な数値ではない。

3.1

教育課程 各種教員研修の充実

就労移行支援事業所ウェルビーの協力で特別支援教育に係る教員研修を２回実施。闊達な意見交換も行われた。また、オン

ライン研修ツールschooの導入により、必須研修（2022年度はモチベーションマネジメント・プレゼンスキル）のほか、各

自が課題意識を持って選択講座を視聴し課題提出する仕組みを整えた。また、定期的にInspire High担当者から、もとリク

ルート社員の経験を活かした研修を受講することで、教職員のマインドセットにも取り組んだ。

4.0

学校設定科目関連 本校独自のゼミ学習の拡充

全てのゼミ学習を本校グラデュエ―ションポリシーに基づいた目的意識のもとに再構築したが、教職員の負担も大きく思う

ような成果が得られなかった。そのため2023年度からInspire Highを用いた探究学習を実施するための試験的取り組みを開

始。2024年度の探究コース開設を目指すと同時に、探究学習とゼミ学習のマッチングを図っていく。

2.9

校務分掌 教育目標達成のための有機的校務分掌再編

スクールポリシー策定により、各分掌がグラデュエ―ションポリシーを意識した目的の明確化に努めた。その結果、行事の

参加率が大幅に向上するなど、分掌によっては大きな進捗が見られた。ただし、マクロな視点での振り返りと分掌間の有機

的連携に課題が残ったため、2023年度からはプロジェクトマネジメント部を創設。KPT(A)を用いた振り返り・アクションの

促進に努めた。

3.7

Classi活用による生徒・保護者とのコミュ

ニケーション促進

満足度調査や各種アンケートを生徒・保護者に随時配信。結果をPDCAサイクルにフィードバックすることで適宜修正を

図った。また、従来の文書発送をClassiによる配信に変更したことで、ペーパーレス化を促進した。また、生徒・保護者向

けに毎週キャンパスの予定を配信した。

4.0

希望生徒へのマイクロソフトオフィスアカ

ウント配布
希望生徒にオフィスアカウントを無償提供。自宅の個人PCでも活用可能とすることで、生徒のICTスキル向上を図った。 3.9

Zoom活用によるオンライン会議等の推進
臨時職員会議やスマイルサポーター（生徒）の会議にてZoomを積極的に活用。とくにサポーターはキャンパス間の意思疎通

が図られ、行事の企画運営面での効率化が図られた。
4.1

すららネット活用（50名）

すらら学習日の設定により登校利用を促進して意欲的に継続できる仕組みを取り入れたが、プラットフォームが使いづらい

ためか利用生徒数は伸びなかった（64名・前年度比85.3％）。そのため、キャンパス間やキャンパス・自宅間をオンライン

で繋いだ学習環境を整備。2023年度からはオンラインで気軽に質問、協働して学んでいる様子を他の生徒の目に常時触れさ

せることで、学ぶ楽しさや意欲向上を図っていく。

3.3

組織再編（グラデュエ―ションポリシーに

沿った目的明確化）

サポーター86名（前年度比71.7％）と活動生徒は減少。ただし、チームビルディングを目的としたサポーター研修後のアン

ケートでも自己効力感の向上を感じた（93.3％）、責任感を持って取り組めた（96.7％）、課題解決能力の向上を感じた

（86.7％）、協働性が向上した（90.0％）など、目的意識の明確化が浸透してきた。また、キャンパスを超えてのZoom会議

も主体性が見られた。

3.8

学校行事の企画運営への参画
キャンパスを超えてのZoom会議や、他キャンパスに足を運んでの交流などが意欲的に行われ、前年度踏襲の予餞会・新入生

歓迎セレモニー以外に、キャンパス内交流や通信制文化祭などの新たな行事の企画運営に取り組んだ。
3.9

ボランティア活動 ボランティア活動促進
水戸市南町商店街振興組合主催の花壇の清掃・花植えのボランティアに28名（前年度比87.5％）の生徒が参加。また、生徒

が主体的にボランティア部を発足し、市内清掃やゴミ分別等に取り組んだ。
3.6

ＨＲ活動 目的の明確化
心の教育、人権教育、消費者教育、金融教育、防犯および交通安全教育、がん教育、栄養教育、薬物乱用防止教育、SDGs教

育のほか、地域や社会に貢献できる人材育成を目的とした地域歴史散歩なども実施。
3.7

部活動 全国大会出場2部以上

男女ソフトテニス部・女子バレーボール部の3部が全国大会出場。全国大会後も土日に日立・水戸・結城の体育館を借用して

の練習に励んだことで、部員の主体性や協働性が育まれた。また水戸・宇都宮のダンス部も各種ダンスフェス等で全日制ダ

ンス部と積極的に共演した。

4.2

その他の活動 新規活動の推進
校内e-sports大会を実施（14名参加）。キャンパスを超えて日々練習に励んだことで、大会が盛り上がっただけでなく、

キャンパス間の交流が盛んになった。また、年度末には校外の大会にも参加して他校生徒との交流も深まった。
3.9

難関大合格 国立大・難関私大への合格1名以上
東京外国語大学（国立）のほか、早稲田大学・上智大学・学習院大学・法政大学・関西学院大学・同志社大学など、県経常

費補助特別加算分の難関大対象に7名合格（5.14点獲得）。
4.6

進路ガイダンス
キャリアガイダンスにおける外部企業との

連携促進および各種ガイダンスの充実

ハーゲンダッツジャパン(株)・茨城新聞社によるキャリア教育のほか、学年別進路ガイダンス、ハローワークによる就職支

援講座、各種専門学校へのバス見学会など、年間を通して様々なガイダンスを実施した。大学進学希望者へのガイダンスに

改善点が見られるため、令和5年度からは予備校講師との連携によるオンラインサポートを実施予定。

3.7

全日制との連携 人的・物的リソースの有効活用
従来通り、外国人教員による英語でのスクーリング、年間を通しての全通ダンス部の共演は実施したものの、進路指導に関

しての人的・物的リソースの有効活用に進捗は見られなかった。
2.8

進路決定率 70%
進路決定率は74.3%（前年度比93.5%）と前年度を下回った。組織的な進路指導体制が未成熟かつ各担任の抱えている生徒数

（29名～119名）およびスキルに左右されるため、均質な進路指導を提供できる体制整備が喫緊の課題である。
3.3

卒

業

率

卒業率 卒業率100％

卒業率98.6％（前年度比100.6％）。対象者348名（うち7名は9月卒業）のうち、5名が原級留置となったが、うち1名は生

徒・保護者の意向で当初より4年間での卒業を希望していたため、実質98.8％。競合他校と比較しても高い数値を示してはい

るが、100％という目標達成に向けて改善策（メンタルケア・オンラインによる家庭学習サポート等）に取り組みたい。

3.9

そ

の

他

安全・危機管理対策 安全性の担保

2020年度より各キャンパスにAEDおよびサーマルカメラ（AI顔認証機能・ウォークスルー検温可能）を設置しているほか、

2022年度からは生徒入退室および授業出席管理をiPadを用いた非接触のシステムで管理。また、各キャンパスには有事の際

の備蓄品（水・非常食・防災グッズ等）を完備したほか、緊急時避難場所の周知徹底を図った。

3.6

3.8

【評価の目安】 5：充分達成できている　4：達成できている　3：概ね達成できている　2：不十分である　1：達成できていない
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